
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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「読書習慣の定着をめざして！」 
校長 成 瀬 剛 慈 

令和元年１２月に経済協力開発機構（OECD）の学習到達度調

査（PISA）で、日本の読解力は１５位（約８０の国・地域）、数年

前から低下傾向は始まり、３年前の８位からさらに順位を下げた

というニュースが話題になりました。調査方法が、日本の生徒に

馴染みが少ないデジタル機器を使った出題形式のため戸惑いがあ

ったとか、国際基準のテストであったため、日本語の語順が読み

取りミスの原因なのではないかという指摘もありました。 

しかし、いずれにしても論理的な文章を読み取る力、根拠を示

して考えを述べる書く力の低下を危ぶむ声は大きくなっていま

す。現在、小学校で行われているプログラミング教育でも重視さ

れる論理的な思考の育成が、これからの社会で必要なことは間違

いないとは思います。しかし、文章に触れることによる読解の先

にある本当に大切なことは、美しい絵画・音楽と同じように文章

を通して培われる情操面の成長ではないでしょうか？ 

それは、読解力＋感性（好み）が複雑に絡み合っているので、

一概にある特定の文章が優れているとはいえません。個人差も大

きく関係してくると思いますが、そこにこそ文章を読む楽しみが

あるのではないかと思います。 

例えば、毎年ノーベル文学賞の候補に挙がる、村上春樹さんの

文章は中学校国語の教科書にも載っていますが、彼の著作を読ん

だことがある人なら、彼の独自の「村上ワールド」があることに

気がつくことでしょう。読書の楽しみは、読解した後の「作者の

世界観」との出会いの楽しみでもあります。 

また、よくいわれることですが、小説を映画やテレビドラマな

どで実写化すると、原作の方が良かったという人が多いもので

す。それは、読み手が描く世界観がそれぞれ独特で、更にそれに

勝るものはないことを表しています。 

本校の課題として例年上げられる読書習慣の定着についてです

が、今年度、学習委員会から「朝読書を始めてみよう」という声

が上がり、現在朝の会終了後に読書をする時間が始まっていま

す。 

また、町では令和７年度オープンを目指した「弟子屈町中心市

街地再構築計画」が進んでおり、温泉・プールとともに図書館を

組み入れた複合施設が建設予定です。本校の保護者にも「居心地

のいい図書館」を作ろうという活動をされている方がいらっしゃ

います。 

弟子屈町が自然に恵まれた、文化的にも深みのある場所になれ

ば、更に豊かな魅力ある街になると思います。 

 

弟子屈界隈② 

コロナ禍とはいえ、少しずつ様々な町内の催し物が開かれるようになってきました。私は本校勤務２年目ですが、昨年度はほと

んど地域のイベントや会議がなく、町民の皆様を知ることが難しかったと思います。本校に若い教職員が多いということは、以前

に触れましたが、全教職員の８０％が弟子屈町内に在住しているというのも大きな特徴です。多くの教職員がコロナを気にせず町

内イベントに参加できることを願うばかりです。 

 



＜第 75回体育祭実施＞ 

6月 4日（土）に「第 75回体育祭」を開催しました。今

年度は、3 年ぶりに保護者の皆様にもご観覧いただくこと

ができました。 

肌寒い気温の中ではありましたが、赤団、青団、黄団、

緑団の 4つの団が、熱い競技を繰り広げました。 

感染症拡大防止の観点から、声援は控え、拍手での応援

となりましたが、保護者の皆様からの温かく大きな拍手を

たくさんいただきました。 

 

  ＜団代表による選手宣誓＞          ＜100M＞ 

       ＜4×100MR＞                 ＜長縄跳び＞ 

     ＜宅急便＞                 ＜玉入れ＞ 

       ＜走幅跳＞               ＜閉会式＞ 

＜総合順位＞ 

優勝：緑団  準優勝：青団・黄団  4位：赤団 

 

＜生徒会挨拶運動＞ 

6月 8日（水）～10日（金）3日間、生徒会役員が「挨拶

運動」を行いました。 

弟子屈中学校の伝統である元気な挨拶を大切にしようと、

朝、生徒玄関で挨拶を呼びか

けていました。生徒会役員の

明るくさわやかな挨拶で、登

校してきた生徒も元気に挨拶

を返していました。 

 

 

＜釧路地区中体連＞ 

釧路地区中体連大会が始まりました。本校からは、ソフ

トテニス部、野球部、バレーボール部の 3 つの部活動と地

域少年団の柔道少年団と剣道少年団が参加します。 

6月 18日（土）～19日（日）に、ソフトテニス部と野球

部の試合が行われました。 

＜ソフトテニス部＞  釧路市民テニスコート 

男子団体戦： 準優勝 

男子個人戦： 村上  楓・三田村悠音ペア 優 勝 

 下谷 流唯・宮田 凌佑ペア 第 3位 

 新井秀稼津・江畑 光晟ペア 2回戦 

 鈴木 哲平・木村 柊太ペア 2回戦 

 前川 温人・小林 音慶ペア 1回戦 

女子団体戦： 第 4位 

女子個人戦： 永谷 空音・青木 璃音ペア 出 場 

 佐藤  楓・浦地 礼奈ペア 出 場 

 島貫 真歩 オープン出場 

※ 村上・三田村ペアと下谷・宮田ペアは、7月 29日

（金）～31 日（日）全道中体連（北見市東陵運動

公園）に出場します。 

＜野球部＞  ウインドヒルひがし北海道スタジアム 

1 回戦：対厚岸連合戦        7-4   勝利 

準決勝：対別保・遠矢戦       7-0   勝利 

 決 勝：対北・共栄・美原戦  0-7   準優勝 

＜今後の予定＞ 

柔道少年団：6月 25日（土）  湿原の風アリーナ 

バレーボール：7月  2日（土）～3日（日） 

釧路町総合体育館 

剣道少年団：7月  3日（日）  釧路市立鳥取中学校  

 

＜2年生フィールド研修＞ 

6月 21日（火）に、2年生の総合的な学習の時間「弟子

屈再発見」の授業で、川湯温泉地区に出かけ、フィールド

研修が行われました。始めに、つつじが原の散策と硫黄山

の見学を行い、次に「食」、「施設」、「自然」のテーマ毎の

グループで川湯温泉商店街や川湯園地などで調査活動を

行いました。7 月 13 日（水）～14 日（木）の宿泊研修で

は阿寒湖温泉で体験学習や調査活動を行い、弟子屈町のよ

さを再発見し、22日（金）に発表会を行います。 

 

 

 

 

 

 


